


























第一章 「インドの仏教文化」 で著者は、 第一節サ
ンチーの仏塔及び第二節バールフットの彫刻 取り上げ、前者は紀元前三世紀マウリア王朝第三代アショーカ王建立後前二世紀頃拡大された第一仏塔の本生図と仏伝図の考察で仏伝図に仏像表現が全く見られない理由に元来アーリア人が神像を保


















































ルメスの石窟寺院カラ・テパ、中央アジア仏教美術の最高傑作ファヤズ・テパ寺院の石灰岩製三尊仏、アムダリア北岸のアイルタム仏教寺院、ダルヴェルジン・テパ第二仏教寺院出土の菩薩像等ついて、第三節中央アジア 遺跡群では、仏教と拝火教の習合施設ザ ・テパ寺院、 ルマラのストゥーパ、 中央ア 最大の涅槃像所蔵のアジナ
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は、当該地域に存在した諸宗教であるミトラ神信仰、ゾロアスター教、マニ教、ユダヤ教、ネストリュウス派キリ ト教、ヒンドゥー教及び仏教を解説し、就中、北西インドに伝搬した仏 で上座部系「 一切有部」が優勢であった根拠として滅後三〇〇年北西インドで『大毘婆沙論』が出て有部の教学が興隆し仏教の現実主義的 義がクロード往来の人々に流布した点を挙げている。また、中央アジアへの仏教の伝搬による大乗仏教興起を含む部派仏教時代 有部 布教活動の一環で美術活動が行われていたとし、さらに大乗仏教は興起の地域の特定は困難としつつ部派 中比較的進歩的思想を持つ大衆 から発展したものとする説を紹介する一方、大乗仏教がそ 基本的教理を「阿毘達磨大毘婆沙論」等の有部からも借用
